
こ	

1 3 61 3 7

鈴木管工業株式会社（金沢市）

　 

石
川
県
の
建
築
設
備
業
者
の
草
分
け
的
な
存
在
と
し
て
　

昭
和
初
期
、
私
の
祖
父
に
あ
た
る
鈴
木
節
三
は
東
京
で
船
舶
や
ビ
ル
の
配
管
を
し
て
お
り
、
そ
の
腕
を
買
わ
れ
て
金
沢
で
建
築

設
備
工
事
を
請
け
負
い
ま
し
た
。「
金
沢
の
雪
吊
り
の
風
景
が
好
き
だ
」
と
祖
母
と
の
結
婚
を
契
機
に
金
沢
へ
移
り
住
み
、
昭
和

11
年
に
水
道
・
ガ
ス
な
ど
衛
生
工
事
を
中
心
と
し
た
「
鈴
木
工
務
店
」
を
創
業
し
、
昭
和
24
年
に
建
設
業
の
登
録
、
昭
和
35
年
に

株
式
組
織
「
鈴
木
管
工
業
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
の
で
す
。

祖
父
の
後
を
継
い
だ
父
・
満
は
、
今
の
国
土
交
通
省
金
沢
営
繕
事
務
所
の
O
B
で
し
た
が
、
官
庁
工
事
ば
か
り
で
な
く
、
民
間

工
事
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
。
当
社
の
給
排
水
衛
生
技
術
の
〈
礎
〉
を
築
き
つ
つ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
空
調
工
事
ま
で
事
業
を
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
。

私
は
東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
の
斎
藤
平
蔵
研
究
室
と
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
の
村
上
・
加
藤
研
究
室
で
学
ん
だ
後
、
大
林
組
東
京
本
社
設
備
部

門
で
建
築
設
備
技
術
の
実
務
的
知
識
を
深
め
、
平
成
５
年
に
金
沢
に
戻
り
、
現
場
、

営
業
、
企
画
経
営
を
経
験
し
、
平
成
25
年
に
三
代
目
と
し
て
就
任
。
先
代
た
ち
の
事

業
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
平
成
５
年
に
１
級
建
築
士
事
務
所
登
録
、
平
成
17
年
か
ら

は
省
エ
ネ
事
業
や
E
S
C
O
事
業
も
開
始
し
て
き
ま
し
た
。

三
代
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
当
社
に
は
「
石
川
県
の
建
築
設
備
業
者
の
草
分
け

的
な
存
在
」
と
し
て
の
自
負
が
あ
り
ま
す
。
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
で
、
給
排
水
衛

生
設
備
、
空
調
設
備
、
環
境
に
配
慮
し
た
建
築
設
備
の
提
案・設
計・工
事
を
通
じ
て
、

お
客
様
に
〈
安
心
と
快
適
な
生
活
空
間
〉
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　 

昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
へ
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て

当
社
は
「
草
分
け
的
な
存
在
」
と
し
て
、昔
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、お
客
さ
ま
の
立
場
に
な
っ

て
、
お
客
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
最
善
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
社
是
と
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
社
内
の
シ
ス
テ
ム
改
善
も
重
要
で
す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
率
先
し
て
新
技
術
の
導
入
や
研
究
を
行
い
、
そ
れ
が

会
社
の
力
と
な
る
よ
う
、
連
携
を
保
ち
、
効
率
的
な
組
織
を
創
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昔の社屋の風景。金沢駅にほど近い
尾張町で設立した

が
し
茶
屋
街
と
近
江
町
市
場
の
間
、
金
沢
経
済
繁
栄
の
歴
史
が
残
る
尾
張
町
で
昭
和
11
（
1
9
3
6
）
年
に
創
業
。
同
社

は
民
間
工
事
、
公
共
工
事
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
工
事
な
ど
の
建
築
設
備
工
事
を
行
う
「
鈴
木
管
工
業
」

を
軸
と
し
て
、平
成
4
年
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
「
ス
ズ
キ
ケ
ン
シ
ョ
ウ
」
を
、平
成
14
年
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

診
断
・
提
案
を
行
う
「
ス
ズ
キ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
を
設
立
し
て
き
た
。
現
在
は
こ
れ
ら
3
社
か
ら
な
る
「
鈴
木
管
工
業
グ
ル
ー

プ
」
と
し
て
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
快
適
な
生
活
空
間
の
提
供
と
、
環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
同

社
と
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
、
代
表
取
締
役
の
鈴
木
啓
泰
氏
に
話
を
聞
い
た
。
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残
る
ひ
と
つ
は
、
私
個
人
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
教
育
活
動
や
講
習
会
の
講
師
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
非
常
勤
講
師
と
し
て

金
沢
工
業
大
学
大
学
院
や
金
沢
大
学
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
、
石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
の
4
校
で
建
設
設
備
の
講
義
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
川
県
管
工
事
組
合
で
配
管
技
能
士
資
格
試
験
の
学
科
講
師
も
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
石
川
県
建
築
設
備

研
究
会
会
長
と
し
て
県
内
の
サ
ブ
コ
ン
、
設
備
設
計
事
務
所
の
有
志
の
皆
さ
ま
と
年
4
回
C
P
D
講
習
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
2

年
度
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　 

積
極
的
な
地
域
貢
献
と
環
境
保
全
の
形
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
E
S
C
O
事
業
」

平
成
17
年
の
C
O
P
3
で
発
行
さ
れ
た
国
際
条
約
「
京
都
議
定
書
」
か
ら
始
ま
り
、
平
成
27
年
の
C
O
P
21
「
2
0
3
0
年
頃

ま
で
に
2
0
1
3
年
に
比
べ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
26
％
削
減
す
る
」
と
い
う
日
本
政
府
の
目
標
で
、
国
を
挙
げ
て
地
球
温

暖
化
防
止
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
お
客
さ
ま
か
ら
水
光
熱
費
削
減
の
ご
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
県
内
で
は
い
ち
早
く
、
平
成
17
年
よ
り

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
E
S
C
O
事
業
に
「
ス
ズ
キ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
で
参
入
し
て
い
ま
す
。
E
S
C
O
と
は
E
n
e
r
g
y 

S
e
r
v
i
c
e 

C
O
m
p
a
n
y
の
略
称
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
診
断
し
、
設
計
・
施
工
、
設
備
の
導
入
、
投
資
資
金
の
調
達
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
の
保
証
、
機
器
の
保
守
を
ト
ー
タ
ル
に
行
う
事
業
で
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
国
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
予
測
や
導
入
企
業
の
決
算
書
な
ど
膨
大
な
資
料
の
提
出
と
、
施
工
後
最
長
で
5
年
間
に

わ
た
る
省
エ
ネ
実
績
結
果
資
料
の
提
出
が
必
須
で
、
当
社
と
し
て
も
手
間
と
月
日
が
か
か
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
申
請
内
容
の
確

認
審
査
は
厳
し
く
、
必
ず
し
も
補
助
金
申
請
が
通
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
2
期
連
続
の
赤
字
決
算
の
会
社
の
場
合
は
、

環
境
問
題
に
対
し
て
も
、
全
社
員
で
環
境
保
全
の
重
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
資
源
の
有
効
活
用
と
地
球
環
境
の
保
全
活
動
と
し
て
、
省
資
源
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
関
連
法
令
と
、
そ
れ
に
準
じ
た

規
則
の
順
守
も
指
導
す
る
こ
と
で
、「
今
」
だ
け
で
は
な
く
「
未
来
」
を
守
る
――
こ
れ

ら
の
内
容
が
当
社
の
統
合
方
針
で
す
。

　 

先
代
か
ら
渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、
地
域
と
環
境
に
貢
献

二
代
目
は
「
小
粒
で
も
ぴ
り
り
と
辛
い
会
社
」
が
口
癖
で
し
た
。
無
理
に
会
社
を
大

き
く
す
る
の
で
は
な
く
、
少
数
精
鋭
で
質
の
高
い
仕
事
を
す
る
――
過
去
の
実
績
に
基

づ
き
、技
術
提
案
力
や
施
工
能
力
の
あ
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
会
社
の
使
命
だ
と
、私
を
含
む
社
員
た
ち
に
説
い
て
く
れ
ま
し
た
。

私
も
ま
た
、
仕
事
を
通
じ
た
地
域
貢
献
が
大
切
と
考
え
て
お
り
、
当
社
で
は
3
つ
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
県
内
を
代
表
す
る
建
築
設
備
の
給
排
水
衛
生
・
空
調
設
備
の
施
工
で
す
。
こ
れ
ま
で
施
工
し
た
建
築
物
を
挙
げ
ま

す
と
、
石
川
県
庁
、
石
川
県
立
中
央
病
院
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
石
川
県
立
美
術
館
、
石
川
県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
し

い
の
き
迎
賓
館
、
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
、
金
沢
市
総
合
体
育
館
、
金
沢
市
第
二
庁
舎
な
ど
の
建
築
設
備
で
あ
り
、
現
在
は
石
川
県

立
図
書
館
の
衛
生
工
事
を
3
社
J
V
で
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
か
な
ざ
わ
災
害
時
等
協
力
事
業
所
」
お
よ
び
「
金
沢
市
消
防
団
協
力
事
業
所
」
へ
の
登
録
で
す
。
ま
た
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
白
鳥
路
（
金
沢
城
公
園
内
の
道
）
の
清
掃
活
動
も
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

代表取締役　鈴木啓泰氏

石川県の優良企業・ニッチトップ企業を紹介する『こんな会社で働きたい石川編』 

こ	『こんな会社で働きたい石川編』にて当社が紹介されました！ 

7月1日発行の『こんな会社で働きたい石川編』にて、鈴木管工業株式会社
が掲載されました！当社社長が8Pのボリュームで、歴史や新事業のESCO
事業について語っております。	
金沢工業大学出身の先輩社員インタビューも！	
北陸3県の主要書店や大学キャリアセンターに置いてありますので、是非
手に取ってご覧ください。	

目印は金色のひゃくまんさん！ 


